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地
方
税
法
改
正
に
よ
り
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
。
事
業
内
容
は
、
賦
課
限
度

額
の
引
き
上
げ
と
軽
減
対
象
世

帯
の
拡
充
。

む
し
ろ
値
上
げ
対
象
者
は

少
な
く
な
る

渡
辺
議
員　

賦
課
限
度
額
の
改

正
に
よ
り
、
国
保
税
収
は
ど
う

変
わ
る
の
か
。

保
険
健
康
課
長　

本
算
定
終
了

前
で
、
税
額
の
伸
び
は
ま
だ
わ

か
ら
な
い
。
限
度
額
引
き
上
げ

に
よ
り
、
対
象
世
帯
は
少
な
く

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
歳
入
）
臨
時
福
祉
給
付
金
・
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
事
業

費
へ
１
８
８
１
万
８
千
円
の
増

額（歳
出
）
洒
水
太
鼓
を
守
る
会
へ

助
成
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合

戦
略
策
定
事
業
、
町
議
会
議
員

等
選
挙
費
の
減
額
、
行
旅
死
亡

人
等
取
扱
事
業
、
臨
時
福
祉
給

付
金
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
、（
仮
称
）
山
北
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
細
目
協
定
負
担
金
（
町

負
担
割
合
47
％
）

地
方
創
生
総
合
戦
略
策
定
事
業

全
体
で
は
１
千
万
円
事
業

　

山
北
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総

合
戦
略
策
定
事
業
11
万
６
千
円

増
額
し
、
推
進
員
を
決
め
る
。

　
小
栗
議
員　

こ
の
事
業
は
専
門

家
を
交
え
、
こ
の
予
算
で
で
き

る
の
か
。
ま
た
、
全
体
の
事
業

費
の
中
で
対
応
で
き
な
か
っ
た

の
か
。

企
画
財
政
課
長　

産
・
官
・
学
・

金
・
労
の
各
種
団
体
か
ら
意
見
を

聴
き
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
そ
れ
に

と
も
な
っ
た
総
合
戦
略
を
一
千
万

円
の
予
算
で
策
定
す
る
。
当
初
の

計
画
で
は
人
件
費
は
含
ま
れ
て
い

な
い
た
め
町
の
予
算
で
計
上
し
た
。

国
民
健
康
保
険

　

第
２
回
定
例
会
が
６
月
16
日
か
ら
17
日
の
２
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
た
。
一
般
質
問

に
は
６
人
の
議
員
が
地
方
創
生
や
観
光
振
興
、
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
な
ど
を
取
り
上
げ

町
の
考
え
を
た
だ
し
た
。
町
提
出
案
件
は
、
条
例
改
正
、
工
事
請
負
契
約
、
一
般
会
計
、

特
別
会
計
補
正
予
算
、
専
決
処
分
、
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
、
土
地
開
発
公
社
事
業
報
告

及
び
決
算
報
告
な
ど
11
案
件
で
、
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

議案等審議の結果

件　　　名 月　日 審議結果 件　　　名 月　日 審議結果

山北町家庭的保育事業等の設備及び運営
に関する基準を定める条例の一部改正

6月17日
可　決

（賛成多数）
平成 27 年度山北町一般会計補正予算
（第 1号）

6月17日
可　決

（賛成全員）

山北町国民健康保険税条例の一部改正 6月17日
可　決

（賛成多数）
平成 27 年度山北町国民健康保険事業
特別会計補正予算（第 2号）

6月17日
可　決

（賛成全員）

山北町地域密着型サービスに関する条
例の一部改正

6月17日
可　決

（賛成多数）

専決処分の承認について
（平成 27 年度山北町国民健康保険事業
特別会計補正予算（第 1号））

6月17日
承　認

（賛成全員）

山北町地域密着型介護予防サービスに
関する条例の一部改正

6月17日
可　決

（賛成多数）
平成 26 年度山北町一般会計繰越明許
費繰越計算書の報告

6月17日 報告のみ

山北町指定介護予防支援及び基準該当
介護予防支援に関する条例の一部改正

6月17日
可　決

（賛成多数）
平成 26 年度山北町土地開発公社事業
報告及び決算報告について

6月17日 報告のみ

平成 26 年度谷峨跨線橋耐震補強・補
修工事請負契約の締結

6月17日
可　決

（賛成全員）

第２回定例会（６月 16 日～ 17 日）

議員名（議席順）　　　

　　　議　　　案

熊
澤
友
子

藤

原
　

浩

井
上
正
文

児
玉
洋
一

原

憲

司

石
田
照
子

瀬
戸
顯
弘

瀬
戸
恵
津
子

鈴
木
登
志
子

小
栗
直
治

川
村
俊
治

渡
辺
良
孝

庄
野
京
子

山北町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
山北町国民健康保険税条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
山北町地域密着型サービスに関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
山北町地域密着型介護予防サービスに関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
山北町指定介護予防支援及び基準該当介護予防支援に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

☆賛成・反対があった議案

※○は賛成、●は反対を表しています。府川輝夫議長は、採決に加わりません。

一

般

質

問

一般質問

　一般質問は、町政に関して議員が質問を行い、提案や意見を

述べ、時には是正を求め、新たな施策方針等を問うものです。

　原稿は、質問議員が作成しています。

ページ 質　問　事　項 質　問　議　員

４
１．山北駅南、北駐輪場に屋根の設置を

２．高齢化対策に住宅リフォーム制度の創設を
庄 野　 京 子

５
１．地方創生へ繋げる広域幹線道路計画の策定を

２．世附キャンプセンター跡地の活用を
渡 辺　 良 孝

６ 観光振興による町のにぎわいと山北駅周辺の活性化を 原 　 　 憲 司

７
１．三保地域における土地の有効活用を

２．若者が活躍できるまちづくりを
児 玉　 洋 一

８
１．老朽化した消防団車庫詰所の更新計画を

２．イベント成功のカギはムード作りから
石 田　 照 子

９ 情報ネットワークの構築・強化で災害に強いまちづくりを 藤　 原　　 浩

ズバッ　と問う
！



渡辺良孝　議員 庄野京子　議員
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一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

　

国
で
は
、
観
光
振
興
な
ど
を
対
象

に
「
地
方
版
総
合
戦
略
」
の
策
定
を

市
町
村
に
求
め
て
き
た
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
地
方
へ
の
つ
な
が
り
の
兆
し

が
見
え
て
き
た
。
そ
の
パ
イ
プ
と
な

る
新
東
名
高
速
道
路
に
係
る
幹
線
道

路
計
画
や
、
周
辺
を
絡
め
た
活
性
化

計
画
が
必
要
で
あ
り
質
問
を
す
る
。

   

問   

平
成
25
年
に
町
議
会
か

ら
県
知
事
へ
、
新
東
名
高
速
道

路
の
関
連
で
（
仮
）
小
田
原
・

甲
府
線
整
備
計
画
を
要
望
し
た
。

地
方
創
生
に
絡
め
、
具
体
的
な

計
画
を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

   

答   「
地
方
版
総
合
戦
略
」
は
５

年
を
目
途
の
事
業
で
、
広
域
幹
線
道

路
計
画
と
は
別
の
計
画
と
な
る
。
圏

央
道
の
開
通
で
非
常
に
困
難
な
状
況

で
は
あ
る
が
、
引
き
続
き
国
・
県
の

道
路
計
画
に
位
置
づ
け
る
よ
う
要
望

し
て
い
く
。

   

問   

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
周
辺
の
活

性
化
を
図
る
計
画
が
必
要
で
は

な
い
か
。

   

答   

詳
細
な
全
体
像
が
見
え
た
段

階
で
、（
仮
）
山
北
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

周
辺
活
性
化
計
画
の
策
定
に
取
り
組

む
。

   

問   

県
道
「
南
箱
道
路
」
が
整

備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
当
町

の
歴
史
的
背
景
を
含
め
、
回
遊

性
を
持
っ
た
観
光
施
策
を
策
定

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

   

答   

河
村
城
跡
～
洒
水
の
滝
～
21

世
紀
の
森
～
夕
日
の
滝
を
巡
る
コ
ー

ス
に
「
南
箱
道
路
」
が
整
備
さ
れ
る

と
回
遊
性
が
確
保
で
き
る
。
今
年
度

改
訂
す
る
観
光
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

し
っ
か
り
と
位
置
づ
け
て
い
く
。

※
南
箱
道
路
…
南
足
柄
市
矢
倉
沢
か

ら
箱
根
町
仙
石
原
に
つ
な
が
る
県
道
。

   

問   

洒
水
の
滝
は
県
指
定
の
名

勝
で
あ
り
整
備
す
る
こ
と
に
よ

り
多
く
の
観
光
客
を
呼
べ
る
。
整

備
計
画
の
推
進
状
況
は
ど
う
か
。

   

答   

県
と
連
携
の
も
と
で
複
数
の

遊
歩
道
整
備
計
画
を
検
討
し
て
い
る
。

こ
こ
で
、
工
法
等
を
検
討
す
る
た
め

の
地
質
調
査
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
県
に
財
政
支
援
を
強
力
に
要

望
し
、次
の
段
階
に
入
る
計
画
で
あ
る
。

世
附
キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ
ー

跡
地
の
活
用
を

   

問   

世
附
キ
ャ
ン
プ
セ
ン
タ
ー

は
、
山
中
湖
へ
繋
が
る
拠
点
で

あ
る
。
水
の
木
幹
線
林
道
が
改

修
さ
れ
る
と
活
気
が
出
て
く
る
。

三
保
地
域
振
興
整
備
計
画
の
理

念
か
ら
も
有
効
活
用
を
図
る
べ

き
で
あ
る
。

   

答   

建
物
の
老
朽
化
と
、
水
源
確

保
の
こ
と
か
ら
も
キ
ャ
ン
プ
施
設
の

復
活
は
難
し
い
。
三
保
ダ
ム
建
設
時

の
基
本
理
念
は
守
り
、
登
山
者
や
、

渓
流
釣
り
客
に
人
気
が
あ
り
、
大
事

な
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
を
検
討

し
て
い
く
。

※
水
の
木
幹
線
林
道
…
浅
瀬
か
ら
山

中
湖
へ
つ
な
が
る
明
神
峠
手
前
ま
で

の
ル
ー
ト
で
、
林
野
庁
所
管
の
林
道
。

　

高
齢
化
が
進
み
、
住
み
慣
れ
た
家

に
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
ら
れ
る
よ

う
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
必
要
と
思
い

質
問
す
る
。

  

問   

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
た
め

に
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

を
創
設
す
る
考
え
は
。

   

答  
町
で
は
要
介
護
認
定
者
に
住

宅
改
修
に
対
す
る
補
助
を
実
施
し
て

お
り
、
段
差
の
解
消
、
手
す
り
の
設

置
、
洋
式
ト
イ
レ
へ
の
切
り
換
え
、

滑
り
に
く
い
床
材
へ
の
変
更
等
、
改

修
費
用
20
万
円
を
上
限
に
９
割
を
助

成
し
て
い
る
。

　

す
べ
て
の
高
齢
者
に
対
す
る
「
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
」
の
創
設

は
考
え
て
い
な
い
。

 

問   

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
す
る
際

に
は
、
可
能
な
限
り
山
北
産
の
木
材

を
使
う
な
ど
町
の
振
興
と
な
る
施
策

を
考
え
る
べ
き
で
は
。

  
答  
町
で
は
公
共
工
事
に
お
い
て
、

「
山
北
町
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る

木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
方

針
」
に
基
づ
き
、
県
産
木
材
の
利
用

促
進
を
し
て
い
る
。

 

問  

山
北
町
は
、
９
割
が
山
林

で
水
源
と
し
て
の
役
割
も
あ
る
。

２
０
０
７
年
に
箱
根
関
所
の
建
替
の

際
に
は
、
玄
倉
か
ら
切
り
出
さ
れ
た

杉
材
が
ヘ
リ
で
運
ば
れ
た
。

　

町
の
林
業
に
は
、
可
能
性
は
あ
る

が
搬
出
路
が
少
な
い
。
今
後
、
搬
出

路
を
整
備
し
て
い
く
考
え
は
。

  

答  

林
業
は
、
町
と
し
て
重
要
な

課
題
と
受
け
止
め
て
い
る
の
で
、
着

実
に
路
網
を
整
備
し
た
り
、間
伐
材
、

県
産
材
を
出
し
て
い
け
る
よ
う
な
方

法
を
考
え
て
い
く
。

駅
駐
輪
場
に
屋
根
を

 

問  

山
北
駅
の
駐
輪
場
は
、
早
朝

か
ら
の
通
勤
、
通
学
の
利
用
者
が
多

く
、
日
中
雨
が
降
る
と
自
転
車
が
ぬ

れ
て
利
用
に
不
便
で
あ
る
。駅
の
南
・

北
駐
輪
場
に
屋
根
を
設
置
し
て
は
。

  

答  

現
時
点
で
は
、
駐
輪
場
に
屋

根
を
設
置
す
る
計
画
は
な
い
。
た
だ

し
、
地
元
自
治
会
か
ら
要
望
が
で
て

い
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
今
後
、
近
隣

の
Ｊ
Ｒ
御
殿
場
線
沿
線
駅
の
駐
輪
場

設
置
状
況
な
ど
も
調
査
し
検
討
す

る
。

問

答（仮）山北スマートＩＣ周辺活性化計画を策定する

広域幹線道路計画の策定を 問

答 福祉サービスの中で実施している

住宅リフォーム助成制度の創設を

北口駐輪場

河内川橋（仮称）完成予想図

豊かな森林資源



児玉洋一　議員 原　憲司　議員
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一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

　

近
年
の
人
口
・
観
光
客
減
少
に
よ

る
地
域
の
衰
退
化
が
進
行
す
る
三
保

地
域
に
お
い
て
、
観
光
拠
点
と
し
て

の
早
急
な
再
生
が
必
要
と
感
じ
る

が
、
現
在
ま
で
の
休
止
中
の
施
設
・

跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

   

問   

ハ
イ
ツ
＆
ヴ
ィ
ラ
な
か
が

わ
跡
地
及
び
本
年
３
月
に
閉
館

し
た
あ
し
が
ら
荘
を
含
め
た
利

活
用
の
進
捗
と
今
後
の
計
画
は
。

   

答   

地
域
住
民
を
交
え
た
利
活
用

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
検
討
を

進
め
て
き
た
と
こ
ろ
、
あ
し
が
ら
荘

閉
館
の
話
が
持
ち
上
が
り
、
ハ
イ
ツ

＆
ヴ
ィ
ラ
な
か
が
わ
跡
地
と
あ
し
が

ら
荘
を
一
体
と
し
て
、
活
用
し
た
い

と
い
う
民
間
事
業
者
参
入
の
動
き
が

あ
る
。
町
と
し
て
は
三
保
地
域
の
観

光
振
興
と
地
元
雇
用
に
つ
な
が
る
よ

う
協
議
し
て
い
く
。

   

問   

元
三
保
中
学
校
に
つ
い
て

通
信
制
高
校
が
利
用
を
検
討
し

て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後

の
計
画
、
ま
た
学
校
運
営
が
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
考
え

は
な
い
か
。

   

答   

平
成
26
年
８
月
に
通
信
制
高

校
か
ら
設
立
要
望
が
あ
り
、
平
成
28

年
４
月
の
開
校
を
目
指
し
、
準
備
を

進
め
て
い
る
。
学
校
運
営
に
よ
り
、

関
係
者
が
周
辺
施
設
を
利
用
す
る
な

ど
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う

に
先
方
や
地
域
住
民
と
の
連
携
を
強

化
し
て
い
く
。

若
者
が
活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

   

問   

今
後
、
町
の
将
来
を
支
え

る
20
代
～
50
代
の
若
者
・
子
育

て
世
代
を
対
象
に
、
総
合
的
な

リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修
会
や
交
流

事
業
の
充
実
を
図
っ
て
は
。

   
答   

子
育
て
・
健
康
増
進
・
ま
ち

づ
く
り
等
の
自
立
的
に
活
動
し
て
い

る
団
体
を
中
核
と
し
て
、
５
年
先
・

10
年
先
を
見
据
え
た
リ
ー
ダ
ー
人
材

育
成
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

今
後
各
団
体
の
活
動
や
連
携
、
研
修

会
な
ど
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
。

   

問   

町
で
は
本
年
度
か
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
開

始
す
る
予
定
だ
が
、
65
歳
以
上

の
年
齢
制
限
を
見
直
し
、
若
者

も
積
極
的
に
参
画
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
考
え
て
み
て
は
。

   

答   

本
事
業
は
国
・
県
の
補
助
を

受
け
、
地
域
介
護
予
防
保
険
事
業
と

し
て
65
歳
以
上
の
元
気
な
高
齢
者
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
す
る
こ

と
で
本
人
の
介
護
予
防
が
図
れ
る
こ

と
を
目
的
に
開
始
す
る
予
定
だ
が
、

今
後
は
、
町
単
独
事
業
と
し
て
年
齢

制
限
の
見
直
し
な
ど
、
新
た
な
事
業

を
検
討
し
て
い
く
。

　

当
町
の
人
口
減
少
は
、
さ
ら
に
続

く
傾
向
に
あ
る
の
で
、
観
光
入
込
客

の
増
加
に
よ
り
町
の
に
ぎ
わ
い
と
活

性
化
を
図
り
、
山
北
町
に
住
ん
で
み

た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
観
光
振
興
に
よ
る
観
光

入
込
客
の
増
加
と
山
北
駅
周
辺
の
活

性
化
に
つ
い
て
伺
う
。

   

問   
山
北
ら
し
い
特
徴
あ
る

「
食
」
の
開
発
を
商
工
会
や
三
業

組
合
等
と
協
議
し
、
山
北
の
特

産
食
の
開
発
・
認
定
を
行
い
、

食
の
美
味
し
さ
で
観
光
入
込
客

を
増
加
さ
せ
、
山
北
駅
周
辺
の

活
性
化
を
図
っ
て
は
。

   

答   

山
北
町
で
な
け
れ
ば
食
べ
ら

れ
な
い
「
食
」
を
開
発
す
る
こ
と
は
、

本
町
の
観
光
振
興
や
地
域
振
興
に
つ

な
が
る
の
で
、
商
工
会
や
三
業
組
合

等
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

   

問   

河
村
城
跡
の
展
望
台
と
洒

水
の
滝
の
観
ば
く
台
を
早
急
に

整
備
し
、
観
光
入
込
客
を
増
加

さ
せ
、
山
北
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
は
。

   
答   

河
村
城
跡
史
跡
は
、
整
備
計

画
に
基
づ
き
整
備
を
進
め
て
い
く
。

洒
水
の
滝
は
、
観
ば
く
台
ま
で
の

ル
ー
ト
、
工
法
等
を
検
討
す
る
た
め

の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
す
る
。

   

問   

秦
野
峠
林
道
や
犬
越
路
林

道
、
世
附
林
道
を
有
効
活
用
し
、

新
し
い
観
光
ル
ー
ト
と
し
て
、

県
や
関
係
市
町
村
に
要
望
等
を

行
い
、
町
の
活
性
化
や
地
域
振

興
を
図
っ
て
は
。

   

答   

神
奈
川
県
が
管
理
す
る
林
道

で
、
犬
越
路
林
道
は
林
業
振
興
型
、

世
附
林
道
は
地
域
振
興
型
、
秦
野
峠

林
道
は
林
道
振
興
型
と
地
域
振
興
型

の
併
用
型
で
あ
る
の
で
、
県
に
対
し

て
区
分
の
見
直
し
と
規
制
緩
和
を
要

望
し
て
い
く
。

   

問   

２
０
２
０
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
伴
い
、
外

国
人
等
の
入
込
客
を
増
加
さ
せ
、

観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
は
。

   

答   

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
て
施
設
整
備
や
観
光

案
内
の
計
画
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
今
年
度
策
定
す
る
観
光
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
具
体
的
に
位
置
づ
け

る
。
外
国
人
向
け
の
案
内
板
は
、
英

語
表
記
を
加
え
た
製
作
を
行
っ
て
い

る
の
で
、
継
続
し
て
進
め
る
。

   

問   

町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
製
作
し
、
町
独
自
の

Ｐ
Ｒ
、
宣
伝
を
行
い
、
観
光
振

興
を
図
っ
て
は
。

   

答   

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
製
作
は
、
以
前
か
ら
検
討
し
て
い

る
が
、
各
自
治
体
の
活
用
事
例
は
少

な
い
こ
と
や
動
作
の
統
一
性
な
ど
か

ら
人
材
確
保
が
難
し
い
の
で
、
現
時

点
で
は
導
入
し
な
い
。

問

答 民間事業者が参入を進めている

三保地域における土地の有効活用を 問

答 観光入込客を増加し町の活性化を図る

観光振興で町のにぎわいと活性化を

閉館した「あしがら荘」

閉校した「三保中学校」

開成町のマスコットキャラクター
「あじさいちゃん」

観ばく台の整備は
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一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

一

般

質

問

　

最
近
の
火
山
活
動
活
発
化
や
巨
大

地
震
発
生
に
備
え
、
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
・
強
化
に
よ
り
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
提
案
す
る
。

   

問  

平
成
25
年
改
定
の
災
害
対

策
基
本
法
へ
の
整
合
性
を
高
め

る
べ
く
、
地
域
防
災
計
画
を
見

直
し
、
要
援
護
者
個
別
の
支
援

計
画
作
成
を
進
め
る
よ
う
提
案

す
る
。

   

答   

部
分
的
な
改
定
は
現
在
考
え

て
い
な
い
が
、
平
成
28
年
度
改
訂
予

定
の
県
の
地
域
防
災
計
画
に
併
せ
改

定
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
要
援
護

者
の
避
難
行
動
支
援
は
、
現
在
の
名

簿
で
対
応
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

   

問  

東
日
本
大
震
災
で
は
、
情

報
の
収
集
発
信
に
時
間
を
要
し
、

効
率
的
な
人
の
派
遣
や
救
護
、

救
援
物
資
の
配
分
が
難
し
か
っ

た
と
聞
い
て
い
る
。
出
退
所
管

理
に
簡
易
な
機
器
を
備
え
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
防
災
面
活
用
が

有
効
と
考
え
提
案
す
る
。

   

答   

情
報
収
集
は
、
平
成
25
年
度

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て

対
応
し
て
い
る
。マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、

法
で
被
災
者
台
帳
作
成
に
関
し
認
め

ら
れ
て
お
り
、
導
入
に
つ
い
て
、
町

民
に
丁
寧
な
説
明
を
行
い
、
防
災
面

で
の
利
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

   

問  

Ｗ
ｉ—

Ｆ
ｉ
（
ワ
イ
フ
ァ

イ
）
は
、
災
害
時
の
情
報
提
供

等
に
非
常
に
有
効
な
設
備
で
あ

る
。
町
で
設
置
予
定
の
駅
前
観

光
案
内
所
、
丹
沢
湖
記
念
館
以

外
に
、
耐
災
害
性
の
高
い
公
衆

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
等
の
機
能
を
有
す

る
防
災
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

整
備
し
、
災
害
時
の
通
信
・
放

送
網
遮
断
等
回
避
の
た
め
の
強

靭
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
・

強
化
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
べ
く
提
案
す
る
。

   

答   

大
規
模
災
害
発
生
時
、
通
信

が
集
中
し
、
一
時
的
に
回
線
が
不
通

に
な
る
こ
と
を
考
え
、
災
害
時
で
も

効
果
的
に
情
報
を
受
発
信
で
き
る
公

衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
設
置
は
必
要
と
思

う
。

　

今
後
、
情
報
受
発
信
方
法
等
を
検

討
し
、
避
難
所
以
外
の
施
設
へ
の
設

置
等
を
視
野
に
、
各
施
設
管
理
者
と

連
携
を
図
り
、
導
入
に
向
け
検
討
し

て
い
く
。

　

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
が
２
に
引
き
上

が
っ
た
箱
根
大
涌
谷
は
、
近
年
頻
繁

に
起
こ
る
自
然
の
異
常
を
身
近
に
感

じ
さ
せ
る
も
の
で
、
私
た
ち
の
不
安

を
大
き
く
か
き
た
て
て
い
る
。
同
じ

火
山
帯
に
は
、
浅
間
山
、
御
嶽
山
、

富
士
山
も
あ
り
当
町
に
と
っ
て
は
予

断
の
許
せ
な
い
状
況
に
あ
る
と
考
え

町
の
対
応
を
問
う
。

※
箱
根
大
涌
谷
は
６
月
29
日
夜
か
ら

30
日
の
間
に
ご
く
小
規
模
な
噴
火
が

発
生
し
、
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
は
３
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
早
い
収
束

を
祈
り
ま
す
。

   

問  

車
庫
詰
所
の
現
状
は
半
数

が
40
年
以
上
経
過
し
て
お
り
、

古
い
も
の
で
は
45
年
経
っ
た
施

設
が
２
分
団
あ
る
。
重
要
拠
点

と
な
る
施
設
は
総
合
計
画
に
位

置
づ
け
る
も
の
で
は
な
い
の
か
。

   

答   

ス
パ
ン
の
長
い
も
の
は
総
合

計
画
で
は
な
く
、
平
成
28
年
度
策
定

予
定
の
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
」
の
中
に
位
置
づ
け
て
い
く
。

防
災
訓
練
は
火
山
噴
火
を
意
識
し
て

   
問  

危
機
感
が
増
し
て
い
る

今
、
噴
火
に
対
す
る
準
備
や
対

応
を
避
難
訓
練
で
呼
び
か
け
る

べ
き
で
は
。

   

答   

当
町
で
は
富
士
山
噴
火
の
被

害
が
心
配
さ
れ
る
が
、
噴
火
よ
り
も

地
震
の
ほ
う
が
時
間
的
余
裕
が
な
い

の
で
、
本
年
も
地
震
に
対
す
る
避
難

訓
練
を
実
施
す
る
。

   

問  

噴
火
の
際
に
必
要
に
な
る

防
じ
ん
用
マ
ス
ク
と
ゴ
ー
グ
ル

の
準
備
を
防
災
訓
練
で
呼
び
か

け
、
見
本
と
し
て
参
加
者
に
配

布
し
た
ら
ど
う
か
。

   

答   「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」

の
考
え
方
か
ら
、
個
人
で
用
意
し
て

い
た
だ
く
。
町
と
し
て
は
防
災
グ
ッ

ズ
の
紹
介
や
、
あ
っ
せ
ん
な
ど
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

出
店
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

   

問  

今
年
の
さ
く
ら
祭
り
で

は
、
多
く
の
出
店
が
祭
り
に
彩

り
を
添
え
て
い
た
が
、
個
人
で

は
出
店
で
き
な
か
っ
た
。

　

出
店
が
多
い
ほ
ど
人
が
集
ま

る
の
で
、
個
人
で
も
気
軽
に
出

店
で
き
る
よ
う
配
慮
し
た
ら
ど

う
か
。

   

答   

今
年
は
「
足
柄
ア
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
か
ら
申
出
が
あ
り
、
試

験
的
に
実
施
し
た
。
今
後
は
さ
く
ら

祭
り
を
さ
ら
に
魅
力
的
な
も
の
に
す

る
た
め
に
条
件
を
緩
和
す
る
な
ど
、

多
く
の
方
に
出
店
し
て
も
ら
え
る
方

法
を
検
討
す
る
。

問

答 導入に向けて検討する

情報ネット強化で災害に強いまちづくりを 問

答 更新計画を策定し十分な支援をしていく

老朽化した消防団車庫詰所の更新計画を

重要拠点となる消防分団詰所

桜の下で

※Wi-Fiとは
無線でネットワークに接続する技術の事です。

Wi-Fiを利用しパソコンやスマートフォンで、屋
外でも高速にネットワーク接続し、便利に使い

こなすことができます。セキュリティ対策で、

安心して利用できます。
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会
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８
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広
報
分
科
会

会
　
長
　
石

田

照

子

副
会
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児

玉

洋

一

委
　
員
　
井
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日
本
列
島
で
は
火
山
活
動
が
活
発
化
し
、
自
然
の

驚
異
を
身
近
に
感
じ
る
と
同
時
に
、
改
め
て
防
災
意

識
の
高
揚
が
不
可
欠
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。　

　

新
体
制
と
な
っ
た
議
会
も
３
ヶ
月
を
経
過
し
、
こ

の
６
月
議
会
に
お
い
て
は
新
人
議
員
２
名
を
含
む
６

名
が
一
般
質
問
に
立
ち
、
災
害
対
策
・
観
光
振
興
・

若
者
が
活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
町
の
考
え

を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
の
編
集
に
携
わ
る
広
報
分
科
会
で
は

本
号
よ
り
、
表
紙
写
真
の
全
面
掲
載
や
レ
イ
ア
ウ
ト

構
成
な
ど
を
一
新
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
町
民
の
皆

様
に
と
っ
て
よ
り
分
か
り
や
す
い
紙
面
と
な
る
よ
う

に
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
の
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
児
玉
）　

編
集
後
記

10
月

　

三
保
青
年
会
は
、
地
域
の
18
歳
～
40

歳
ま
で
の
若
い
世
代
を
中
心
に
地
域
の

活
性
化
と
文
化
の
継
承
・
次
世
代
育
成

を
目
的
に
昭
和
50
年
に
設
立
さ
れ
、
今

年
で
創
立
40
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。私
は
第
32
代
会
長
と
な
り
、

改
め
て
歴
史
の
重
み
と
責
任
を
感
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
は
、
昭
和
47
年
に
三
保
地
域
を
襲
っ
た
集
中
豪
雨
被

災
者
の
供
養
と
、
慰
霊
碑
の
清
掃
活
動
を
始
め
、「
秋
祭
り

素
人
演
芸
大
会
」の
開
催
、大
室
神
社
の
初
詣
で
は「
し
し
鍋
」

や
「
甘
酒
」
の
振
る
舞
い
な
ど
の
地
域
交
流
活
動
や
、
丹
沢

湖
花
火
大
会
・
マ
ラ
ソ
ン

大
会
な
ど
の
警
備
協
力
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
青
年
会
員
も
少

子
高
齢
化
と
と
も
に
地
域

の
若
者
が
減
少
し
、
今
で

は
15
人
程
度
の
会
員
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

先
輩
方
が
築
き
上
げ
た
歴

史
と
伝
統
を
継
承
し
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
に

笑
顔
を
届
け
ら
れ
る
よ
う

に
活
動
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

地
域
に
「
笑
顔
」
を三保

青
年
会 

会
長
　
　

　
細
川 

和
義
さ
ん

９
月

笑顔の絶えない演芸大会


